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第 4 章 高配向性グラファイトブロックの開発
高配向性グラファイトのブロック化について述べた。高分子フィルムを出発材料としブロック化を行なうための高
分子材料の選択、加熱・加圧の効果を明らかにし、 150 mmX50 mm の面積で厚さ 12 mm のブロックの作製につい
て述べた。また、得られたグラファイトブロックと HOPG の特性比較、及び、熱伝導性についての評価を行なった。




第 6 章 高配向性グラファイトの応用
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ァイトの導電率としては最も高い 32 ， 700 S/cm を得ている。さらに、このポリイミドを出発材料とした高配向性






イミドフィルムを 1200 枚積み重ね、厚さ 12 mm X 150 mm x 50 mm のブロックの作製に成功し、従来の最高の
グラファイトとみなされてきた HOPG より優れていることを明らかにしている。
(5)グラファイトを高結晶配向の状態で一軸方向、さらに二軸方向にペンディングしてトロイダル状に成形する方法
を確立し、これにより X線光源を集光し 240 倍の集光強度が得られることを実証している。
(6)以上で作製した高配向性グラファイトの中性子線やX線の波長フィルタ一、宇宙X線観測用薄板、音響用振動板、
熱伝導シートなどとしての応用開発に成功している。
以上のように、本論文は新しい手法により高配向性ブロック状グラファイト、柔軟グラファイトシートの開発とそ
の応用開発に成功しており、電子工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
